
研究発表

伊佐市立羽月西小学校



●
研
究
テ
ー
マ

運動する楽しさや喜びを味わい、
進んで運動に取り組む西っ子の育成

～「つながり」を大切にした取組を通して～

『県「たくましい“かごしまっ子”育成推進事業構想図』から



●
研
究
テ
ー
マ

運動する楽しさや喜びを味わい、
進んで運動に取り組む西っ子の育成

～「つながり」を大切にした取組を通して～

『県「たくましい“かごしまっ子”育成推進事業構想図』から

・教科体育の充実

・教科外体育の充実

・家庭や地域との
連携



現在の実態



●
現
在
の
児
童

体育の授業について（単位：％）

楽しい やや楽
しい

あまり
楽しく
ない

楽しく
ない

県 R3 62.9 29.1 6.2 1.9

本
校

R3 92.9 7.1 ０ ０

R2 78.9 21.1 ０ ０

運動に関する調査より

・運動する楽しさや喜びを感じて
いる子供が増えた



●
現
在
の
児
童

児童の運動会振り返りカードより

・課題意識へのつながり
・主体性の高まり



●
現
在
の
保
護
者

保護者アンケートより

・保護者の課題意識の高まり



●
成
果
に
つ
な
が
っ
た
理
由

なぜこのような成果を
得たのか

「つながり」の意識
を大切にした取組を
実践してきたから



研究の流れ



●
研
究
前
の
実
態

研究の流れ
本校の課題

授業：主体的に運動に向かう
姿勢に課題

習慣：日常生活における
運動習慣に課題

調査：筋力、柔軟性、巧緻性等
に課題

日常の様子
から

アンケート
から

新体力
テストから

研究紀要p.1



●
研
究
構
想

研究の流れ
課題解決に迫る３つの
ポイント

つながりを
意識する

課題意識
関 心
継続性

主体性
積極性

達成感
肯定感

課題解決
のために

研究紀要p.2



●
研
究
構
想

研究の流れ
課題解決に迫る３つの
アプローチ

授業改善からの
アプローチ

授業外の取組に
よるアプローチ

家庭や地域との連携
によるアプローチ

研究紀要pp.2-3



●
研
究
構
想

研究の流れ
２つの視点を意識

思考力・判断
力・表現力等

知識・技能

学びに向かう力

体育の
見方・考え方

体育の
見方・考え方

体育の
見方・考え方

研究紀要p.3



●
研
究
構
想

研究の流れ
研究イメージ

研究紀要p.3



具体的な実践



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

共通実践事項

○具体的な取組

・単元の指導計画の作成

・一単位時間の指導過程の作成

・板書の構造化

・ICT機器の活用

・ワークシートの活用

・体育ファイルの活用



単元の指導計画の作成
〔仮説１〕



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

単元の指導計画の作成

作成の流れ 〔作成上の留意点〕

実態をもとに
つなぐ

②具体的な
活動計画

③評価規準の設定

①
確
実
な
実
態
把
握

体
力
テ
ス
ト
・
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
も

研究紀要p.6 補助資料p.1



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

単元の指導計画の作成

評価規準の作成

３つの資質・能力

体
育
の
見
方
・
考
え
方

研究紀要p.6 補助資料p.2



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

単元の指導計画の作成

評価の方法

・単元の指導計画の下部に明記

・どの時間に評価するのか

・どの観点を評価するのか

研究紀要p.6 補助資料p.1



一単位時間の指導計画
の作成
〔仮説１〕



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

一単位時間の指導計画

作成のポイント

○子供に十分な運動量を確保する
こと

○育科の見方・考え方」を働かせ、
「三つの資質・能力」を育成す
ること

○活動を通して子供が「できた」
「分かった」を感じられる学習
となること



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

一単位時間の指導計画

伊佐市授業改善ポイントとの関連
伊佐市授業
改善ポイント

なっとくさせよう

うごかそう

ひきつけよう

つかむ・見通す

挑戦する

確かめる（生かす）

研究紀要p.7 補助資料p.3



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

一単位時間の指導計画作成

共通実践事項（つかむ・見通す）

○課題把握につ
なげるICT活用

○各種運動の技能向上
○主運動につながる運動

研究紀要p.8 補助資料p.3



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

一単位時間の指導計画作成

共通実践事項（挑戦する）

○主体的な活動を促す「話合い」の設定
○「話合い」の視点の明確化
○ICT機器等の効果的活用

研究紀要p.8 補助資料p.3



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

一単位時間の指導計画作成

共通実践事項（確かめる・生かす）

○成果や課題の振り返り
○教師がその場でチェック
○達成感や肯定感を味わう

研究紀要p.9 補助資料p.3



●
仮
説
１
（
授
業
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
）

一単位時間の指導計画作成

つながりの意識

課題意識
関 心
継続性

達成感
肯定感

主体性
積極性

意
識
の
つ
な
が
り

研究紀要p.7 補助資料p.3



●
仮
説
２
（
授
業
外
の
取
組
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

共通実践事項

○具体的な取組

・体力向上プログラムの作成

・「一校一運動」の取組

・仲良し体育の取組

・体育的行事での取組

・KOBA式体幹トレーニング

・校内掲示（環境つくり）



体力向上プログラムの
作成

〔仮説２〕



●
仮
説
２
（
授
業
外
の
取
組
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

体力向上プログラムの作成

○作成方法

各月・各学期ごとの「重
点」をもとに各項目の年
間計画の内容を整理

研究紀要Ｐ11 補助資料Ｐ６



○仮説②の取組へのつながり

●
仮
説
２
（
授
業
外
の
取
組
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

体力向上プログラムの作成

「重点」をもとにしたプログラムか
ら教科外の取組（仮説２）へつなぐ

一校一運動 体力アップ
カード

めあてカード

研究紀要Ｐ12 補助資料Ｐ７



・家庭との連携
ア 生活リズムチェック表の活用

イ 長期休業中の親子運動の推進

ウ 体育的行事への保護者の参加

・地域との連携
ア 学校応援団の活用

イ 地域人材の活用

●
仮
説
３
（
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

共通実践事項

○具体的な取組



家庭における親子運動
の推進
〔仮説３〕



●
仮
説
３
（
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

家庭との連携

○家庭における親子運動の推進

・すこやかチェックウィーク毎月１回
・運動への継続的な取組につなげる

毎月家族でレッツエクササイズ！

研究紀要Ｐ14 補助資料Ｐ８



●
仮
説
３
（
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

家庭との連携

○家庭における親子運動の推進

・長期休業（夏休み・冬休み）
・全体PTAで課題や取組方等の共有

研究紀要Ｐ14 補助資料Ｐ9～10



地域人材の活用
〔仮説３〕



●
仮
説
３
（
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

地域との連携

○地域人材の活用

・専門的な知識、豊富な経験

カヌー教室

ソフトボール教室

研究紀要Ｐ15



●
仮
説
３
（
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）

地域との連携

○地域人材の活用

・学校と地域人材をつなぎ、子供
の運動意欲向上につなげる

陸上教室（授業補助）

体幹トレーニング

研究紀要Ｐ15



●
研
究
の
成
果

成果１

運動する楽しさや喜びを感じ
る子供が増えた

成果２
課題意識をもち、主体的に運
動する子供が増えた

成果３

子供の体力や運動習慣に対す
る課題意識が高まってきた



●
研
究
の
課
題

課題１

話し合ったり助け合ったりするよさ（積
極性や課題意識へのつながり）を感じて
いる子供が増えてきている一方･･･

↓

よさを感じていない子供に対するアプ
ローチの仕方を工夫する



●
研
究
の
課
題

課題２
複式の年間指導計画（A年度・B年度）
知識・技能の確実な習得のために

↓

学習内容のつながりを意識して指導する
指導した内容を蓄積、情報を引き継ぐ

課題３
家庭における運動習慣の二極化
主体的な実践につなげるために

↓
効果的な情報の発信、実践例の紹介
家庭に寄り添ったアプローチ



●
本
日
の
授
業
の
見
所

運動が苦手な
子供への手立て

・きらきらタイム
・技能習得につなげるポイ
ントを明確にした声かけ

その１



●
本
日
の
授
業
の
見
所 ・きらきらタイム

・技能習得につなげるポイ
ントを明確にした声かけ

その１

実
態 ゴール型ゲームが苦手

知識・技能の定着



●
本
日
の
授
業
の
見
所

運動が苦手な
子供への手立て

・活動を参観している子供
への関わり

・参観の視点を近くで具体
的に伝える

その２



●
本
日
の
授
業
の
見
所

運動が苦手な
子供への手立て

・振り返りの場面
・ワークシートをその場で
チェック

・一人一人の頑張りを共有
し、達成感へ

その３



御清聴ありがとうございました

《研究協議の視点》

○ 本校研究の仮説の中から、参加者の課題意識の高い
内容を「協議の視点」とし、協議を行う。

協議の視点

❶ 単元の指導計画作成について （仮説１）

❷ 一単位時間の指導過程の作成について （仮説１）

❸ 板書の構造化について （仮説１）

❹ ICT機器等の活用について （仮説１）

❺ ワークシートの活用について （仮説１）

❻ 体育ファイルの活用について （仮説１）

❼ 授業外の取組によるアプローチについて （仮説２）

❽ 家庭や地域との連携によるアプローチについて （仮説３）


